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１【提出理由】 
本投資法人の投資方針が以下のとおり変更されましたので、証券取引法第24条の5第4項並びに特定

有価証券の内容等の開示に関する内閣府令第29条第1項及び同条第2項第3号の規定に基づき本臨時報

告書を提出するものであります。 
 
 
２【報告内容】 
（1） 変更の内容についての概要 
平成18年1月30日付で提出された有価証券報告書に記載された投資方針のうち、「⑨財務方針 （ハ） 

資金調達：デット」の内容が以下のように変更されました。 

      の部分は変更箇所を示します。 
 
第一部 ファンド情報 

第１ ファンドの状況 

２ 投資方針 

(1) 投資方針 

⑨ 財務方針 

(ハ) 資金調達：デット 

a. 資金の借入れは、以下の方針に基づき適切に行います。 

・ 金利変動リスクを軽減するため、長期・短期の借入期間、固定・変動の金利形態等

のバランスを図ります。 

・ リファイナンスリスク（資金再調達リスク）を軽減するため、返済期限や借入先の

分散を図ります。 

・ 借入先は、証券取引法第2条第3項第1号に規定する適格機関投資家に限ります。 

・ 借入先の選定に当たっては、借入期間、金利、担保提供の要否、手数料等の諸条件

につき複数の金融機関と交渉し、マーケット水準とも比べながら、その内容を総合

的に考慮して効率的な資金調達を図ります。 

・ 各種必要資金の機動的な調達を目的として、極度貸付枠設定契約やコミットメント

ライン契約等、事前の借入枠設定又は随時借入予約契約の締結を必要に応じて検討

します。 

・ 借入れに際しては、無担保・無保証を原則としますが、運用資産を担保として提供

する場合があります。 

b. 投資法人債の発行は、長期かつ安定的な資金調達と調達先の分散を目的として適切に

行います。 

c. 当面のデット調達における借入期間、金利形態等については、年度運用計画において

定めるものとします。 

d. 借入金及び投資法人債発行の限度額は、それぞれ1兆円とし、かつ、その合計額が1兆

円を超えないものとします。 

e. 金融先物取引に係る権利及び金融デリバティブ取引に係る権利（投資信託及び投資法

人に関する法律施行令（平成12年政令第480号。その後の改正を含みます。）（以下「投

信法施行令」といいます。）第3条第13号及び第14号）への投資を、本投資法人に係る負

債から生じる金利変動リスク、その他のリスクをヘッジすることを目的としたものに限

って行うことがあります。 

f. 有利子負債比率は、原則として60％を上限とします。 

ただし、資産の取得に伴い、一時的に60％を超えることがあります。 
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（2） 変更の年月日 

平成18年7月12日 

 


